
    

     令和６年度 

        事 業 報 告 書 
 

 

１、 小規模保育事業施設 こどものおうち すいーとぴー の運営 

 

1 定員 １２名  

０歳児：2名  １歳児：5名  ２歳児：５名 

 

2 年齢別・月別入所児童数(各月初日現在) 

    
   月 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 
０歳児 2 2 2 2 2 2 2 2 2  2 2  2 24 
１歳児 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60 
２歳児 5 5 5 5 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ 60 
計 12 １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ 1４4 

 

 

3 職員数・異動   令和６年 4月        保育士   ８名 

                         （短時間勤務含む） 

                       事務      １名 

                       育休    １名 

         令和６年 ９月      保育士   ９名に変更 

         令和６年１０月      保育士  １０名に変更 

         令和７年 １月      保育士   ９名に変更 

                 

 

4 職員会議・園内研修 

 

・毎日午睡中の時間を利用し会議を行った。けがや危険個所（ヒヤリハット）報告、

保育活動の振り返り、明日の活動内容の確認等を行ってきた。また、疑問点など

も皆で話し合い、解決するようにしていった。こども一人ひとりについての話し

合う場も持つことができ、その子のためにみんなで考え、向き合っていくことが

出来たのはとても良かったと思う。 

   ・職員が積極的に園外研修に参加し、それを全体に報告、周知していくことで園内

研修がとても充実し、保育の幅の広がりにつながっていったと思う。 

 



〈学年ごとの実施報告〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈教育計画と反省〉 

① 今日の社会状況を考慮し、保護者の子育てを支援し、家庭における子どもの育つ環境を充

実させるための保護者教育を行う。 

（反省） 

４月当初より保護者とのコミュニケーションをたくさんとり、個々の子どもの理解に努め

た。また、園での様子を丁寧に伝えていくことで、一緒に子育てを楽しめる環境を作り、

保護者の悩みや不安の解決につながるように努力した。 

 

② 日本文化を伝承していくための遊びを取り入れ、子ども達に日本文化のすばらしさを伝え

ていく。 

（反省） 

毎日の保育のちょっとした時間に、わらべ歌や鬼ごっこ、かくれんぼ等の伝承遊びを取り

入れていくことで保育の幅が広がり、遊びが豊かになった。 

 

③ 保育士の資質向上のために、各種研修会に参加する。園内研修の充実。 

（反省） 

職員の研修会への参加はとても積極的であり、学びたいという姿勢を感じる事ができた。

また、知り得た知識、情報を共有し同じ方向を向いていけるよう話し合う場を持てたこと

はとても良かったと思う。 

 

④ 食物・野菜を育てることを通して、自然の厳しさ、優しさ、すばらしさ、命の大切さを知

らせていく。 

（反省） 

      園庭で栽培を行ったことで、より身近に感じながら収穫までを楽しめた。毎日水あげを     

      したり、生長していく野菜を観察したりする中で、うまく生長しなかった野菜を見て残念     

      に思う体験もできたことはとても良かったと思う。 

０歳児   安心安全な環境の中で一人ひとりにあった保育を実践した。保護者と連携を図り、

家庭環境等も踏まえたうえで愛着関係を大切にした保育を行ってきた。保護者から

の相談事に対しても寄り添って対応するように努力した。 

１歳児   子ども達が安心できる環境作りを心掛け、必要に応じて環境の見直しをおこなっ

た。伸び伸びと欲求を表現する姿を受け止め、気持ちに寄り添う関わりを心がけ

た。毎日楽しく生活できるよう活動を考え、成長にあった活動を取り入れるように

工夫した。 

２歳児   保育士が一緒になって園生活を楽しみ、物事に対する興味関心を引き出せるよう心

掛けた。また、個々の子どもの成長段階を見極め、今必要としていることや得意な

こと、好きなことに焦点を当て自信をもって園生活が送れ、成長につながるよう配

慮をしてきた。 



      ⑤ 幅広い人間関係を築いていくため、子どもたちにたくさんの異年齢活動の場を設けていく。 

（反省） 

すいーとぴーの友達とのコミュニケーション及びずだじの園庭園舎でのたくさんの友達と

の触れ合う機会を多く持つことで、その時間を楽しみにする様子も見られるようになった。 

ずだじの未満の友達だけでなく、以上児の友達と触れ合える機会を持てたことはとても良

かったと思う。 

⑥  連携施設との交流を行っていく。 

     ( 反省) 

  保育士同士が積極的に連携を図り、計画的に交流の場を設けていくことができた。 

〈月ごとの主な行事〉 

  

 ４月 入園式・引き渡し訓練・親子遠足 

  

 ５月 夏野菜の栽培（きゅうり、ミニトマト、枝豆） 

   誕生日会 

 

6月 誕生日会・どろんこ 

 

7月 七夕まつり・プール遊び・誕生日会 

 

8月 誕生日会・プール遊び 

 

9月 誕生日会・野菜の栽培(大根、ほうれん草) 

 

10月 芋ほり・誕生日会・運動会 

 

11月  誕生日会・ミニ発表会(参観会) 

 

12月 クリスマス会・もちつき・誕生日会・食育(ホットケーキ作り) 

 

1月  誕生日会・作品展(参観会)・食育(ほうれん草) 

 

2月 豆まき会・誕生日会 

 

 3月 ひな祭り・お楽しみ会・誕生日会・食育（フルーチェ作り） 

    

※ その他 避難訓練・身体測定・・・ 毎月実施 

※ 不審者対応訓練・・・ 12月、３月に実施 

※ 健康管理 内科健診(９月)・歯科検診(６月、１０月) 実施 

※ 毎日の散歩で足腰を鍛えたり、季節の変化を身近に感じ発見することができた。動植物

との触れ合い、観察などが日常的にあり、子ども達が小さな変化に気が付くようになっ

た。 

 


